
（毎月５、 15、 25日発行）

大阪府歯科保険医協会
発  行  人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円　 月1,000円
●1977年５月23日第三種郵便物認可

7/5
2012年第1111号

　

生
活
保
護
の

受
給
者
の
増
加

が
自
治
体
の
財

政
圧
迫
の
主
な

要
因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
言

論
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た

不
正
受
給
者
が
多
い
と
論
点

を
集
め
る
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
資
格
審
査
を

厳
し
く
せ
よ
と
か
、
扶
養
可

能
な
配
偶
者
や
親
族
を
ち
ゃ

ん
と
調
査
せ
よ
と
の
議
論
を

煽
っ
て
い
る
。
一
部
の
現
象

に
視
点
を
当
て
て
問
題
の
本

質
を
逆
に
ぼ
や
か
し
て
し
ま

う
議
論
で
な
か
ろ
う
か
。

　

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
安

定
期
に
生
保
受
給
者
は
減
少

し
、
そ
の
後
増
加
へ
と
反
転

し
た
。
不
況
と
か
バ
ブ
ル
経

済
の
破
た
ん
と
か
と
平
行
推

移
し
た
。

　

弱
肉
強
食
の
過
酷
な
経
済

戦
争
が
貧
富
の
二
極
化
を
産

み
、
小
泉
・
竹
中
路
線
で
急

速
に
非
正
規
社
員
が
ご
く
普

通
の
就
労
形
態
に
な
り
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
だ
ら
け
の
世

の
中
に
な
っ
た
。

　

医
療
界
も
例
外
で
な
く
、

医
者
だ
け
が
儲
け
て
い
る
と

世
間
は
思
っ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
病
院
勤
務
医
の
多

く
は
管
理
職
で
あ
り
開
業
医

は
資
本
家
で
あ
り
、
純
粋
の

勤
労
医
者
は
少
な
い
。
人
よ

り
も
資
本
が
力
の
時
代
に
人

が
自
立
困
難
で
生
保
依
存
者

が
増
加
す
る
。

　紙面へのご意見や感想、投
稿記事などを新聞部までお寄
せください。紙面に掲載させ
ていただいた場合は、図書カー
ド３千円分を進呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新
聞部までお寄せください）

大
阪
市
政「
改
革
」

国保料の独自減免存続へ
削減額88億圧縮、協会パブコメが大きな力に

　

医
療
や
福
祉
な
ど
市
民
向
け
施
策
を
大
幅
に
廃
止
・
削
減
す
る
「
大
阪
市
政
改
革
プ

ラ
ン
」
に
対
し
、
２
万
６
７
０
０
件
を
超
え
る
反
対
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
同
市
は
削
減
幅
を
88
億
円
縮
小
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
協
会
が
存
続
を
訴
え
て

い
た
国
民
健
康
保
険
料
の
独
自
減
免
制
度
は
廃
止
を
見
直
す
。
同
市
は
、
６
月
末
に
改

革
プ
ラ
ン
の
成
案
を
発
表
し
、
７
月
の
臨
時
議
会
に
提
案
す
る
と
し
て
い
る
。

「
市
政
改
革
意
見
箱
」
へ
の
意
見
提
出
方
法

　

大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
な
ど

で
「
大
阪
市
政
改
革
室
改
革
方
針
担
当
」（
住
所
・
大
阪
市

北
区
中
之
島
１
―
３
―
20
／
フ
ァ
ク
ス
・
06
―
６
２
０
５
―

２
６
６
０
）
ま
で
。

　

民
主
・
自
民
・
公
明
の
３
党
は
６
月
26

日
、
消
費
税
増
税
法
案
を
衆
院
で
強
行
採

決
し
た
。
消
費
税
増
税
の
影
響
と
政
府
の

狙
い
に
つ
い
て
、「
消
費
税
を
な
く
す
大

阪
の
会
」
常
任
世
話
人
で
税
理
士
の
清
家

裕
氏
に
聞
い
た
。

�

（
聞
き
手　

新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

歯
周
検
診「
廃
止
」変
わ
ら
ず

過
去
に
例
の
な
い
巨
大
増
税

医
療
機
関
の
負
担「
最
も
過
酷
」

　

成
案
で
は
、
低
所
得
者
の

国
保
料
を
３
割
減
免
す
る
制

度
を
存
続
す
る
ほ
か
、
３
分

の
１
に
減
ら
す
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
大
半
を
維

持
。
市
音
楽
団
の
廃
止
も
１

年
延
期
す
る
。

　

協
会
は
、
市
民
の
健
康
に

直
結
す
る
国
保
独
自
減
免
や

検
診
事
業
な
ど
の
存
続
を
求

め
、
会
員
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
の
提
出
を
呼
び
か

け
、
延
べ
５
２
６
項
目
に
わ

た
る
意
見
を
提
出
し
て
い

た
。
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
が
国
保
料
の
減
免
制
度

存
続
に
大
き
な
力
と
な
っ

た
。

　

た
だ
、
見
直
し
額
は
18
％

に
と
ど
ま
り
、
依
然
、
３
年

間
で
約
４
０
０
億
円
の
市
民

向
け
施
策
を
削
減
す
る
方
向

だ
。
協
会
が
維
持
・
拡
充
を

求
め
て
い
た
歯
周
疾
患
検
診

を
含
む
総
合
健
康
診
査
事
業

（
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
チ
ェ
ッ

ク
）
は
、「
受
診
率
の
向
上

に
結
び
付
か
な
い
」
と
し

て
、「
廃
止
」
の
ま
ま
。
大

阪
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
の
入

院
機
能
の
廃
止
も
撤
回
し
て

い
な
い
。

　

市
営
交
通
を
無
料
で
利
用

で
き
る
敬
老
パ
ス
は
１
回
50

円
の
乗
車
負
担
案
を
決
定
。

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
の
上

下
水
道
料
金
を
減
免
す
る
制

度
は
廃
止
し
、
代
替
措
置
を

検
討
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
で
多
数
の
反
対
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
制
度
改
悪
を
強
行

す
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨

て
る
橋
下
徹
市
長
の
「
改
革

プ
ラ
ン
」
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

市
民
団
体
や
住
民
が
一
斉
に

反
発
。
同
市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

　

民
主
・
自
民
・
公
明
３
党

が
密
室
談
合
で
決
め
た
「
消

費
税
増
税
法
案
」
と
「
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
案
」

の
衆
院
強
行
採
決
を
目
前
に

控
え
た
緊
迫
し
た
情
勢
の
な

か
、協
会
・
保
団
連
は
６
月
20

日
、
中
央
社
会
保
障
推
進
協

議
会
や
消
費
税
廃
止
各
界
連

絡
会
な
ど
４
団
体
が
主
催
す

る
国
会
行
動
に
参
加
し
た
。

地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
消

費
税
増
税
中
止
を
求
め
た
。

　

懇
談
し
た
服
部
良
一
衆
院

議
員
（
社
民
）
は
「
３
大
政

党
の
談
合
で
法
案
を
作
成

し
、
法
案
提
出
後
に
数
の
力

だ
け
で
即
採
決
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
議
会
制
民
主
主

義
の
冒
と
く
だ
」
と
、
身
勝

手
な
国
会
運
営
に
怒
り
を
露

わ
に
し
た
。

　

最
低
保
障
年
金
の
創
設
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
な
ど
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

掲
げ
た
政
策
は
棚
上
げ
す
る

な
ど
、
社
会
保
障
の
明
る
い

展
望
を
示
さ
ず
に
増
税
だ
け

を
押
し
付
け
る
政
策
に
国
民

は
将
来
が
見
え
な
く
な
る
と

危
惧
し
た
。

　

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長

は
、
財
界
・
米
国
・
マ
ス
コ

ミ
と
一
体
と
な
っ
て
消
費
税

増
税
を
強
行
す
る
野
田
政
権

に
対
し
、「
国
民
に
背
を
向
け

る
政
策
に
『
政
治
生
命
を
か

け
る
』こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
批
判
し
た
。
政
府
・
財
界

の
社
会
保
障
切
り
捨
て
策
が

貧
困
と
格
差
を
拡
大
し
て
き

た
こ
と
を
挙
げ
、「
こ
の
上
に

消
費
税
増
税
・
社
会
保
障
改

悪
に
な
る
と
国
民
の
生
活
は

機
能
し
な
く
な
る
」
と
、
廃

案
を
目
指
し
取
り
組
み
を
強

め
て
い
く
こ
と
を
伝
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
集
め
た
「
消
費

税
の
増
税
を
や
め
、
医
療
へ

の
ゼ
ロ
税
率
を
求
め
る
」
会

員
署
名
３
６
８
筆
は
内
閣
府

に
提
出
し
、
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
医
療
の
実
現
を
求
め

る
患
者
署
名
３
６
４
筆
は
服

部
議
員
に
託
し
た
。

　

午
後
か
ら
開
か
れ
た
中
央

社
保
協
・
消
費
税
廃
止
各
界

連
絡
会
主
催
の
集
会
で
は
、

参
加
団
体
か
ら
消
費
税
増
税

反
対
の
取
り
組
み
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら

「
被
災
地
で
立
ち
上
が
ろ
う

と
し
て
い
る
な
か
で
の
増
税

は
被
災
者
を
苦
し
め
る
だ
け

だ
」「
署
名
へ
の
積
極
参
加

が
増
え
て
い
る
な
ど
、
全
国

で
大
き
な
増
税
反
対
の
声
が

う
ね
り
を
起
こ
し
て
い
る
」

な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
（
２
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

　

第
一
生
命
経
済

研
究
所
の
試
算
で

は
、
税
率
10
％
に

な
れ
ば
、
平
均
的

な
４
人
家
族
の
年

間
の
消
費
税
負
担

は
、
過
去
に
例
の
な
い
巨
額
な
負
担
増
と

い
う
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
毎
年
、
税
制
「
改
革
」
と
称
し

て
増
税
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
年
間
１

兆
円
程
度
の
負
担
増
だ
。
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
大
増
税
が
国
民
に
襲
い
か
か
る

こ
と
に
な
る
。

―
―
民
主
・
自
民
・
公
明
の
３
党
が
、
消

費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
増
税
法
案

を
衆
院
で
強
行
採
決
し
た
。

　

消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
れ
ば
、

13
・
５
兆
円
の
大
増
税
に
な
る
。
私
た
ち

・
コ
メ
ン
ト
で
は
、
過
去
最

高
と
な
る
２
万
８
千
件
超
が

寄
せ
ら
れ
、
94
％
が
プ
ラ
ン

に
反
対
す
る
な
ど
批
判
が
集

中
し
て
い
た
。

　

同
市
は
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
「
市
政
改
革
意
見

箱
」
を
設
置
し
て
い
る
。
協

会
は
、
さ
ら
に
大
き
な
声
を

集
め
、
制
度
の
存
続
・
拡
充

を
求
め
て
働
き
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

国会行動

消
費
税
増
中
止
へ
緊
急
要
請

大
阪
選
出
議
員
に
廃
案
訴
え
る

額
は
、
17
万
円
か
ら
34
万
円
に
跳
ね
上
が

る
。
１
カ
月
分
の
給
与
が
消
費
税
で
消
え

て
し
ま
う
計
算
だ
。
家
計
消
費
は
低
迷

焦
点

清
家
裕
税
理
士
に
聞
く
①

消
費
税
を
な
く
す
大
阪
の
会
常
任
世
話
人

し
、
日
本
経
済
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
―
―
歯
科
医
療
機
関
へ
の
影
響
は
。

　

例
え
ば
、
年
間
４
千
万
円
の
収
入
を
上

げ
る
歯
科
医
院
で
は
、
す
べ
て
が
社
会
保

険
収
入
と
し
た
場
合
、
簡
易
課
税
の
み
な

が
る
。
す
べ
て
医
院
の
持
ち
出
し
だ
。

　

診
療
報
酬
に
消
費
税
増
税
分
が
上
乗
せ

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
医
療
機
関
は

消
費
税
を
価
格
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
最
も
過
酷
な
負
担
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
協
会
が
求
め
て
い
る
ゼ

ロ
税
率
が
実
現
す
れ
ば
、
課
税
売
上
４
千

れ
な
い
患
者
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
受

診
抑
制
を
助
長
す
る
よ
う
な
税
制
を
許
し

て
良
い
の
か
が
問
わ
れ
る
。

　
―
―
社
会
保
障
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
は

「
や
む
を
得
な
い
」と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

政
府
は
、「
社
会
保
障
財
源
の
確
保
」

を
強
調
し
な
が
ら
、
巨
額
の
大
増
税
を
カ

モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
、
消
費
税
増
税
法
案
を

周
到
に
準
備
し
て
き
た
。「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」
と
称
し
て
、
医
療
・
年
金

・
介
護
・
少
子
化
の
た
め
の
〝
財
源
づ
く

り
〟
と
の
印
象
付
け
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
消
費
税
を
引
き
上
げ
て
も
、

社
会
保
障
に
手
当
て
さ
れ
る
額
は
２
・
７

兆
円
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
社

会
保
障
「
改
革
」
で
示
さ
れ
て
い
る
案

は
、
医
療
・
年
金
・
介
護
な
ど
の
10
兆
円

を
超
え
る
負
担
増
計
画
だ
。
消
費
税
増
税

は
社
会
保
障
の
充
実
に
は
、
つ
な
が
ら
な

い
。�

（
つ
づ
く
）

し
仕
入
れ
率
50
％
を
参
考
に
す
れ
ば
、
課

税
仕
入
れ
２
千
万
円
に
消
費
税
が
か
か

る
。
税
率
５
％
で
１
０
０
万
円
、
10
％
に

な
れ
ば
２
０
０
万
円
に
な
る
。
こ
こ
に
含

ま
れ
る
の
は
、
薬
の
仕
入
れ
や
外
注
技

工
、
テ
ナ
ン
ト
の
家
賃
な
ど
、
通
常
の
コ

ス
ト
だ
け
だ
。
医
療
機
器
や
往
診
車
両
な

ど
、
設
備
投
資
す
れ
ば
負
担
額
は
跳
ね
上

万
円
と
し
て
ゼ
ロ
税
率
を
適
用
す
る
と
、

消
費
税
は
０
円
に
な
る
。
例
え
ば
、
消
費

税
が
か
か
る
経
費
を
２
０
０
０
万
円
使
っ

た
と
す
る
と
、
消
費
税
分
の
５
％
で
あ
る

１
０
０
万
円
が
還
付
さ
れ
、
持
ち
出
し
は

な
く
な
る
。

　

し
か
し
、
消
費
税
増
税
で
国
民
の
生
活

が
苦
し
く
な
れ
ば
、
医
療
機
関
に
も
か
か
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